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卓越大学院プログラム履修者研究活動経費（研究グラント）申請書
先端光・電子デバイス創成学卓越大学院 

プログラムコーディネーター　殿

申　請  者

　                                             所属研究科・研究室：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学年：

　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 氏名・年齢：

課題名：
研究の背景：

着想に至った経緯および提案内容：

実施計画：

希望助成額とその内訳：

共同研究者：

研究提案についての企業研究員又はKURA(京大学術研究支援室)からの意見聴取について
(該当に☑を)
　□　希望しません。
□  KURA（京大学術研究支援室）から研究提案に関する意見を伺うことを希望します。
□　企業研究員から研究提案に関する意見を伺うことを希望します。なお、知財保護・特許等に関する注意・リスクを理解し、かつ指導教員に説明し了承を得ました。
　　希望先（1カ所） □ 株式会社島津製作所　□ 住友電気工業株式会社　
　　   □ 日本電産株式会社     □ 三菱電機株式会社 　
【注】企業・KURAの両方から意見を聞くことはできません。希望される場合は、何れかを選択ください。
　　　企業研究員から意見を伺うことを希望する場合は、研究概要書も提出ください（KURAは不要です）。
研究グラント研究概要書
申請者所属：　　　　　研究科　　　　　　　　　　専攻
研究分野　：
学　　年　：
（氏名は不要です）

課題名：
概要（600～800字程度。秘密事項は書かないでください。）：
【注】本研究概要書は、企業研究員から研究提案に関する意見を伺うことを希望する場合にのみ提出ください（KURAに伺う場合は不要です）。
　　　本研究概要書は、企業において適任者を選定いただくための資料として、守秘誓約書を企業研究員から提出いただく前に企業に送付するものです。従って、秘密事項等は絶対に記入しないでください。

先端光・電子デバイス創成学卓越大学院プログラム履修者
研究活動経費（研究グラント）申請書記入要領
卓越大学院プログラム履修者研究活動経費(研究グラント)申請書は、以下により記入してください※。
①　申請書はＡ４判２ページ以内かつ2,000文字以内にまとめてください。

申請書は日本語もしくは英語とします（ただし、課題名は日英併記のこと）。
「物理限界への挑戦」は必須キーワードです。必ず言及ください。　　　
②　審査においては、個人の自由な発想や独自のアイデアに基づく提案を高く評価します。また、提案の具体性、実施計画の熟慮の度合いも重視しますので、ポイントを絞って研究内容を具体的に記述してください。
（参考）　・　研究を進める過程で新しい実験を思いついたが、うまく行くかどうか全く定かではない。実際にやってみて、自分のアイデアを確かめてみたい。
・　研究において新しいモデルを考えた。このモデルを検証するために、高価な機器分析(SIMS、RBS等)を是非とも行いたい。
・　自分の実験装置を改良するアイデアを持っているが、研究室の中で自分の装置にだけ多額の費用をかけるのは気が引ける。
・　自分が自信を持っている実験に、試料、部品、大型計算機利用料をふんだんに使って、自分のアイデアを存分に試したい。
③　各項目については以下に留意ください。
・　研究の背景：

社会的な背景だけでなく、専門的な背景も含め光電子理工学における位置付けを明確にしてください。 

・　着想に至った経緯および提案内容：

提案者の独自性を特に強調してください。
何を明らかにしたくて提案しているのか、何が期待できるのか、提案に関する考えの深さなどをアピールしてください。
・　実施計画：

絶対に実現すること（××という装置を構築し、＊＊の測定が可能なようにする）、期待される成果（測定の結果、自分の仮説が証明できる）についても記述してください。
・　希望助成額とその内訳：

品名とおおよその価格を記入してください。また、提案との関連を明確にしてください。
学会参加等研究活動のための旅費が必要な場合は、希望助成額に含めて申請してください。
なお、申請が承認された後に、別途、研究活動経費使用計画書を提出いただきます（採択者に個別に連絡します）。
・　共同研究者：

共同研究の必要があれば記入してください。（分野横断的な共同研究は歓迎です。）
・　研究提案についての企業研究員又はKURA(京大学術研究支援室)からの意見聴取：

企業研究員からの意見聴取について、企業は外部機関のため知財保護・特許等に関するリスクを伴う可能性がありますので、意見聴取を希望する場合には、注意すべき事項を十分に理解し、かつ指導教員の了解を得てください。なお、企業側の都合等により対応できない可能性もありますので予めご了解ください。KURAについては知財保護・特許等にかかる心配はありません。
